
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧
若
杉
小
学
校
跡
地
の
暫
定
活
用
に
つ
い
て
は
、

区
保
育
室
（
定
員
５
０
名
程
度
、
２
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
が
対
象
）
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
来
年
３
月
末

に
改
修
工
事
、
７
月
に
開
設
予
定
で
、
３
～
５
年
程

度
の
期
間
で
設
置
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 
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●杉並区役所（代表） 

０３－３３１２－２１１１ 
 

●暫定活用（杉並保育室） 

保健福祉部保育課 

内線１３７５ 
 

●暫定活用（改修工事） 

政策経営部営繕課 

内線１５６２ 
 

●今後の本格活用の検討 

政策経営部企画課 

内線１４１４・１４１５ 

杉並区議会議員予定候補 

杉並区善福寺２－２－１１

TEL 090-9973-0941 
 

ホームページ完成 
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参
加
し
た
周
辺
住
民
の
方
か
ら
は
、
暫
定
活
用
以

降
の
本
格
活
用
で
は
、
早
期
に
認
可
保
育
所
を
建
設

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
と
と
も
に
、
高
齢
者
向
け
の

施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
を
建
設
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た 

 
 

ま
た
、
来
年

度
杉
並
区
の
保

育
待
機
児
が
増

加
す
る
見
通
し

（
区
は
２
０
０

人
を
超
え
る
予

測
）
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
０

歳
児
～
１
歳
児

の
保
育
も
対
象

に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
多

数
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。 

旧若杉小学校跡地 

保育室の配置図 

暫
定
活
用
以
降
の
本
格
活
用
で
は
、
区
民
の
意
見

を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た
活
用
策
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

日
本
共
産
党
も
、
広
範
な
区
民
の
方
と
懇
談
な
ど

を
行
い
、
区
民
要
求
に
沿
っ
た
跡
地
活
用
を
実
現
す

る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
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○12 月 16 日（木） 
実家の親戚に挨拶回り 
旧若杉小学校跡地暫定活用の説明会に参加 
 

○12 月 17 日（金） 
上井草、井草、下井草地域の方へご挨拶回り 
 

○12 月 18 日（土） 
地域の「生活と健康を守る会」忘年会に参加 
外環ウォーク実行委員会企画に参加 
青年学生後援会の忘年会に参加 
 

○12 月 19 日（日） 
地域の近現代史学習会に参加 
日本共産党杉並後援会定期総会に参加 
 

○12 月 20 日（月） 
本天沼地域で路地裏宣伝 
区民アンケートの地域要求調査 
地域の青年の生活相談にのる 
 

○12 月 21 日（火） 
「杉並の子育て・保育を考える会」に参加 
 

○12 月 22 日（水） 
上井草地域、下井草地域で路地裏宣伝 

一週間の活動記録 

プロレス研究会の友人が試合 
 

学生時代のプロレス研究会の友人が１２日、

キックボクシングの試合に出場しました。 
卒業後、介護現場で働きつつ、キックボクシ

ングのプロとして、頑張ってきた友人です。 
プロレス研究会は、福祉施設などへボランテ

ィア興行に行くことを主な活動としており、メ

ンバーの多くが社会福祉学部の学生です。 

引き続き、杉並区民アンケートに寄せられた地域要求

の実現に向けて、調査活動を行っています。 
写真は、地域の「見通しの悪い道路」 

久しぶりに実家の親戚に会いました 
 

母親の実家（群馬県）に日帰りで帰省しまし

た。子どもが産まれてから挨拶に行けなかった

ので、候補者活動の合間をぬって家族で訪問。

祖父や祖母、叔父や叔母に挨拶してきました。

孫が候補者になった事をビックリしつつ、「候

補者活動を頑張って！」と活動費用をカンパし

てくれました。 
祖父は戦争体験者であり、通信・暗号兵とし

て中国に行ったそうです。当時の写真などを見

せてもらいながら、戦争体験を聞きました。 
 当

時
の
大
変
な
状
況
を

生
々
し
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

現在も、友人の多く

は、福祉現場に勤めて

おり、現場の大変な実

態をよく耳にします。 
友人たちと話をする

と「日本の福祉制度を

充実させなければ！」

と決意を新たにさせら

れます。 学生時代のマスク

福祉現場で働く方が安心して仕事をできる

環境を整えるために頑張ります！ 


